
1．はじめに

店舗や住宅などの室空間では，素材の異なる様々な内
装材が使用され，使用される内装材によって室空間の印
象は異なる。近年，LED 照明の普及により室空間の雰
囲気に配慮した照明など多種多様なデザインが可能とな
っている。また，照明も室空間の印象を決定する要因の
一つである。先行研究1, 2）では，室内照明環境で野菜や
果物を対象として色の見えの自然さについて検討した結
果，duv（色偏差）が負値の条件（赤みを帯びた光色）
のとき，色の見えが自然であることが明らかとなってい
る。また，内装材を対象として，室空間の 1/10縮尺模
型を用いて，見えや印象について検討した結果，白壁
紙，木材，及びれんがにおいては，相関色温度（以下，
CCT と表記）が 3000-4000 K で duv が負の条件（赤み
がかったやや黄みの白色）のとき，色の見えが自然であ
り，好ましく感じられるが，畳においては 5000 K で
duv＝0（白色）のとき，色の見えが自然で好ましく感
じられることが明らかになっている3）。本稿では，内装
材の質感に着目し，照明光色が内装材の色の見えの自然
さ及び質感評価に与える影響を明らかにすることを目的
として実施した主観評価実験の結果を報告する。

2．実験概要

実験に先立ち，内装材の国内主要メーカーのカタログ
8冊より床材及び壁材で共通して取り扱われている内装
材の中から，色味や目地等を考慮して 5種の木材と 5種

の石材を選定した。これらにれんが，及び畳を加えた図
1に示す計 12種を視対象として選定した。表 1に使用
した内装材の条件を，表 2に分光測色計［KOICA MI-

NOLTA CM-700 d］を用いて測色した各内装材の色度値
を示す。これらの内装材を幅・奥行き・高さがそれぞれ
450 mm で，内側を灰色（N7）に仕上げた空間内の中央
部に，50 mm 角の大きさで提示した。図 2に実験空間
を示す。空間天井部に設置した 15チャンネルを持つ
LED 照明光源［THOUSLITE LEDCube］を用い，CCT
条件として 3300 K, 4000 K, 5000 K, 6700 K の 4条件，
duv 条件として－0.02, －0.01, 0, ＋0.01, ＋0.02の 5条件
を組み合わせ，計 20種の照明条件を設定し，視対象面
照度を 500 lx とした。図 3及び表 3に各照明条件にお
ける色度値を示す。なお，CCT とは，ある光源が出す
光色を等しい光色を出す黒体の温度で表したものであ
り，その値が低いと黄みの白色になり，高くなるほど青
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みの白色になる4）。また duv とは，黒体放射軌跡からの
偏差を表し，duv が負値の場合，赤みを帯びた光色にな
り，duv が正値の場合，緑みを帯びた光色になる5）。
実験では，これらの照明条件下における「内装材の色

の見えの自然さ」「光沢感」「柔硬感」「粗滑感」「温冷
感」「照明の好ましさ」の 6項目について－3から＋3の
7段階の数値尺度で評価させた。被験者は本学学生の 20

代の女性 16名であった。

3．実験結果

3.1 照明条件の違いが各評価項目に与える影響
図 4～9に，各照明条件下における，各評価項目の評

価結果を被験者 16名の平均値で示す。
内装材の色の見えの自然さ評価では，赤みを帯びた内

装材である木材，及びれんがにおいて duv が 0，及び負
値の場合，CCT が 4000 K のときに評価が最も高く，
CCT が 4000 K から上昇または低下するにつれて，評価
が低下した。また，duv が正値の場合，CCT が 5000 K

で最も評価が高かった。一方，白色の大理石 1及び 2で
は，CCT が上昇するほど評価が高い傾向がみられた。
畳では，duv＝0の場合を除き，CCT が 5000 K のとき
評価が最も高く，CCT が 5000 K から上昇または低下す
るにつれて評価が低下した。
光沢感評価では，光沢感の高い大理石 1及び 2では，

CCT が上昇するほどつやがあるようにみられる一方，
光沢度の低い内装材である木材，れんが及び畳において
は，照明光色の影響はあまりみられない。柔硬感評価で
は，いずれの内装材においても，CCT が上昇するほど
硬くみえることが示された。また，粗滑感評価では，い
ずれの内装材においても照明光色の影響はみられなかっ
た。粗滑感評価では，柔硬感の評価結果と同様に，CCT図 2 実験空間 図 3 各照明条件の色度値

表 1 使用した内装材の条件

表 2 内装材色度値

表 3 実験における照明条件
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が上昇するほど硬くみられることが示された。
色の見えの自然さ評価と同様に，赤みを帯びた内装材

である木材，及びれんがにおいて，duv が 0，及び負値
の場合で，CCT が 4000-5000 K のとき，評価が最も高
かった。一方，白色の大理石 1及び 2では，CCT が上
昇するほど評価が高い傾向がみられた。畳では duv が

－0.02の場合を除き，CCT が 4000 K のとき評価が最も
高かった。
以上より，内装材の種類によって好ましい照明条件が

異なることが示された。

図 4 内装材の色の見えの自然さ評価結果 図 5 光沢感評価結果

図 6 柔硬感評価結果 図 7 粗滑感評価結果
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3.2 各評価項目と照明の好ましさの関係
内装材の色の見えの自然さ，光沢感，柔硬感，粗滑

感，及び温冷感の各評価項目における評価結果と，照明
の好ましさの評価結果との関係において，内装材の色の
見えの自然さ評価と照明の好ましさ評価に高い正の相関
が示され（R＝0.84），その他の評価項目と照明の好ま
しさ評価には，緩やかな正の相関が示された（R＜
0.31）。したがって，内装材の色の見えの自然さが照明
の好ましさに大きく影響を与えることが示された。

4．おわりに

本稿では，照明光色が内装材の見えの自然さ及び質感
評価評価に与える影響を明らかにすることを目的とし
て，主観評価実験を実施した。その結果，内装材の色の
見えの自然さが照明の好ましさに大きく影響し，内装材
の種類により，好ましい照明条件が異なることが示され
た。今後は，内装材の種類による評価項目及び評価手法
の検討や，実空間における質感評価についての検討を行
う必要があると考える。
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図 8 温冷感評価結果 図 9 照明の好ましさ評価結果
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